
　「
お
か
ざ
き
世
界
子
ど
も
美
術
博
物
館
」

は
、
時
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
国
際
的
な

広
い
視
野
と
豊
か
な
創
造
力
を
身
に
つ
け
て

ほ
し
い
と
の
願
い
か
ら
、
1
9
8
5
年
（
昭

和
60
年
）
5
月
4
日
、
国
内
で
は
は
じ
め
て

の
子
ど
も
専
門
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て
開

館
し
た
。
以
来
35
年
間
、
市
内
外
の
子
ど
も

た
ち
の
創
造
力
を
育
む
場
と
な
っ
て
い
る
。

　ピ
カ
ソ
は
子
ど
も
の
頃
ど
の
よ
う

　な
絵
を
描
い
て
い
た
の
か
？

　―
お
か
ざ
き
世
界
子
ど
も
美
術
博
物
館
の
誕
生
ま
で
―

　
当
時
の
岡
崎
市
の
美
術
教
師
た
ち
は
「
ピ

カ
ソ
の
絵
は
多
く
見
る
。
ピ
カ
ソ
は
子
ど
も

の
頃
ど
の
よ
う
な
絵
を
描
い
て
い
た
の
だ
ろ

う
。
是
非
見
て
み
た
い
も
の
だ
」「
子
ど
も

中
心
の
美
術
館
が
欲
し
い
」「
世
界
の
子
ど

も
の
絵
を
見
て
み
た
い
」
な
ど
の
願
い
を
機

会
あ
る
ご
と
に
語
り
合
っ
て
い
た
。

　
昭
和
55
年
に
「
岡
崎
地
域
文
化
広
場
」
の

計
画
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
設
立
の
趣
旨
は
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
美
術
鑑
賞
及
び

創
作
活
動
の
体
験
を
通
じ
て
親
子
の
心
の
触

れ
合
い
を
深
め
る
と
と
も
に
、
国
際
的
な
視

野
及
び
豊
か
な
創
造
力
の
獲
得
を
促
進
す
る

こ
と
に
あ
る
。
岡
崎
市
の
美
術
教
師
た
ち
の

熱
意
が
伝
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
昭
和
58
年
か
ら
3
年
計
画
で
建
設
が
進
め

ら
れ
た
。
そ
の
間
、
岡
崎
市
の
美
術
教
師
を

中
心
に
岡
崎
市
の
教
師
、
日
本
人
学
校
の
教

師
は
じ
め
、
世
界
各
国
の
協
力
を
得
て
世
界

の
子
ど
も
の
作
品
収
集
が
進
め
ら
れ
た
。

　
昭
和
60
年
「
お
か
ざ
き
世
界
子
ど
も
美
術

博
物
館
」
「
親
子
造
形
セ
ン
タ
ー
」
「
ふ
れ

あ
い
広
場
」
「
芸
術
の
森
」
な
ど
の
施
設
群

で
構
成
さ
れ
た
「
岡
崎
地
域
文
化
広
場
」
が

完
成
し
た
。

　お
か
ざ
き
世
界
子
ど
も
美
術
博
物
館

　
当
館
は
主
に
「
Ｔ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｋ（
考
え
る
）」

「
Ｓ
Ｅ
Ｅ（
見
る
）」「
Ｄ
Ｏ（
作
る
）」
の
3

つ
の
ゾ
ー
ン
で
成
り
立
っ
て
い
る
。

◆
「
Ｔ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｋ（
考
え
る
）」

　
こ
の
ゾ
ー
ン
で
は
、
写
真
や
芸
術
品
の
複

製
を
通
し
て
、
古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
美
術

の
変
貌
か
ら
芸
術
の
原
点
・
人
間
の
も
つ
表

現
力
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

◆
「
Ｓ
Ｅ
Ｅ（
見
る
）」

　
こ
の
ゾ
ー
ン
で
は
、「
見
る
」
を
養
う
こ

と
が
で
き
る
。
日
本
を
含
む
世
界
中
の
1
1

6
か
国
か
ら
集
め
た
5
万
9
千
点
の
子
ど
も

の
絵
が
収
集
さ
れ
、
展
示
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
ピ
カ
ソ
、
ム
ン
ク
な
ど
世
界
的
に
有
名

な
芸
術
家
が
子
ど
も
の
頃
に
描
い
た
貴
重
な

作
品
を
鑑
賞
し
、
有
名
作
家
の
子
ど
も
の
頃

の
豊
か
な
感
性
と
あ
ふ
れ
る
創
造
力
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
外
国
の
子
ど
も

の
絵
を
通
し
て
各
国
の
文
化
・
生
活
を
感
じ

と
る
こ
と
が
で
き
る
。
※
ピ
カ
ソ
作
品
に
つ

い
て
は
常
時
3
点
展
示
し
て
い
る
。

◆
「
Ｄ
Ｏ（
作
る
）」

芸
術
に
つ
い
て
考
え
、
見
た
あ
と
は
芸
術

作
品
を
「
Ｄ
Ｏ（
作
る
）」
で
あ
る
。
館
内
に

は
「
親
子
造
形
セ
ン
タ
ー
」
が
併
設
さ
れ
て

お
り
、
親
子
で
木
や
粘
土
な
ど
を
使
っ
て
、
実

際
の
モ
ノ
づ
く
り
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

親
子
造
形
セ
ン
タ
ー

館
内
に
併
設
し
て
い
る
親
子
造
形
セ
ン

タ
ー
に
は
絵
画
教
室
、
粘
土
教
室
、
工
作
教

室
、
Ｅ
Ｂ
教
室
の
4
つ
の
体
験
教
室
が
あ
る
。

・
絵
画
教
室

円
形
の
紙
に
絵
を
描
い
て
バ
ッ
ジ
を

作
っ
た
り
、
紙
に
描
い
た
絵
が
そ
の
ま
ま

下
敷
に
な
る
ラ
ミ
ア
ー
ト
、
紙
に
描
い
た

絵
を
布
地
に
転
写
し
手
さ
げ
、
エ
プ
ロ
ン

な
ど
を
作
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
粘
土
教
室

日
常
使
う
カ
ッ
プ
や
動
物
な
ど
を
粘
土

で
作
り
本
焼
・
楽
焼
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
工
作
教
室

ウ
サ
ギ
、
ペ
ン
ギ
ン
な
ど
の
動
物
の
型

紙
に
合
わ
せ
て
ウ
レ
タ
ン
を
切
り
、
そ
れ

を
ボ
ン
ド
で
貼
り
付
け
て
人
形
を
作
る
こ

と
が
で
き
る（
タ
イ
ト
ル
上
部
の
作
品
）。

ウ
レ
タ
ン
万
華
鏡
は
小
さ
な
子
ど
も
で
も

作
る
こ
と
が
出
来
る
。

・
Ｅ
Ｂ
教
室

特
殊
な
石
膏
基
板
に
絵
を
描
き
、
そ
の

上
か
ら
樹
脂
材
を
塗
っ
て
電
子
光
線
で
焼

き
付
け
る
と
陶
画
の
よ
う
に
美
し
く
仕
上

が
る
作
品
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
4
つ
の
教
室
は
、
約
1
時
間
余

り
で
制
作
が
で
き
る
。
費
用
は
材
料
費
の
み

の
負
担
で
、
楽
し
み
な
が
ら
創
造
力
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

岡
崎
市
の
小
学
校
4
年
生
を
対
象
に
し
た

「
造
形
教
室
」
が
行
わ
れ
、
道
具
の
使
い
方
、

接
着
の
仕
方
、
基
本
的
な
表
現
方
法
を
学
ん

で
い
る
。

子
ど
も
の
心
を
ゆ
さ
ぶ
る

3
つ
の
エ
リ
ア

「
お
か
ざ
き
世
界
子
ど
も
美
術
博
物
館
」

や
「
親
子
造
形
セ
ン
タ
ー
」
で
創
造
の
世
界

に
た
っ
ぷ
り
浸
っ
た
後
は
、
野
外
の
3
つ
の

エ
リ
ア
で
、
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

星
空
が
描
か
れ
た
「
野
外
ス
テ
ー
ジ
」
を

含
む
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
に
は
ア
ー
ト
な
遊

具
が
点
在
し
、「
妖
精
の
棲
む
浮
ぶ
島
」（
表

紙
右
下
に
掲
載
）
は
遠
く
か
ら
見
る
と
浮
い

て
い
る
よ
う
に
見
え
、
子
ど
も
た
ち
の
好
奇

心
を
く
す
ぐ
る
。

「
は
な
の
き
広
場
」
に
は
ベ
ン
チ
が
あ
り
、

ち
ょっ
と
し
た
ピ
ク
ニッ
ク
気
分
が
味
わ
え
る
。

「
芸
術
の
森
」
に
は
岡
崎
市
の
小
中
学
生

の
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

当
文
化
広
場
で
は
令
和
元
年
度
ま
で
、
岡

崎
市
内
の
幼
稚
園
・
小
中
学
校
の
子
ど
も
た

ち
全
員
の
作
品
を
展
示
し
た
「
造
形
お
か
ざ

き
っ
子
展
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
（
来
場

者
の
駐
車
場
の
確
保
が
難
し
く
な
り
、
令
和

2
年
度
か
ら
岡
崎
中
央
総
合
公
園
に
移
る
）。

こ
の
造
形
お
か
ざ
き
っ
子
展
に
展
示
さ
れ

た
子
ど
も
た
ち
の
創
造
性
豊
か
な
作
品
に
触

れ
、
木
立
の
隙
間
か
ら
流
れ
る
風
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
る
エ
リ
ア
で
あ
る
。

　
年
間
約
17
万
人
の
来
場
者
が
あ
る
。

《ダンス》12歳のポルトガルの子どもの作品

岡崎地域文化広場

野外ステージ

バス駐車場
はなのき広場

親子造形センター

ふれあい広場

自家用車駐車場

自家用車駐車場

自家用車駐車場

芸術の森

展望の丘

休憩室

庭　園

パーゴラ

妖精の棲む浮かぶ島

おかざき世界
子ども美術博物館

子
ど
も
が
主
役
の
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
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お
か
ざ
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美
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博
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芸
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触
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4
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、
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内
で
は
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の
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専
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の
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外
の
子
ど
も

た
ち
の
創
造
力
を
育
む
場
と
な
っ
て
い
る
。

ピ
カ
ソ
は
子
ど
も
の
頃
ど
の
よ
う

な
絵
を
描
い
て
い
た
の
か
？

―
お
か
ざ
き
世
界
子
ど
も
美
術
博
物
館
の
誕
生
ま
で
―

　
当
時
の
岡
崎
市
の
美
術
教
師
た
ち
は
「
ピ

カ
ソ
の
絵
は
多
く
見
る
。
ピ
カ
ソ
は
子
ど
も

の
頃
ど
の
よ
う
な
絵
を
描
い
て
い
た
の
だ
ろ

う
。
是
非
見
て
み
た
い
も
の
だ
」「
子
ど
も

中
心
の
美
術
館
が
欲
し
い
」「
世
界
の
子
ど

も
の
絵
を
見
て
み
た
い
」
な
ど
の
願
い
を
機

会
あ
る
ご
と
に
語
り
合
っ
て
い
た
。

昭
和
55
年
に
「
岡
崎
地
域
文
化
広
場
」
の

計
画
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
設
立
の
趣
旨
は
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
美
術
鑑
賞
及
び

創
作
活
動
の
体
験
を
通
じ
て
親
子
の
心
の
触

れ
合
い
を
深
め
る
と
と
も
に
、
国
際
的
な
視

野
及
び
豊
か
な
創
造
力
の
獲
得
を
促
進
す
る

こ
と
に
あ
る
。
岡
崎
市
の
美
術
教
師
た
ち
の

熱
意
が
伝
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
58
年
か
ら
3
年
計
画
で
建
設
が
進
め

ら
れ
た
。
そ
の
間
、
岡
崎
市
の
美
術
教
師
を

中
心
に
岡
崎
市
の
教
師
、
日
本
人
学
校
の
教

師
は
じ
め
、
世
界
各
国
の
協
力
を
得
て
世
界

の
子
ど
も
の
作
品
収
集
が
進
め
ら
れ
た
。

昭
和
60
年
「
お
か
ざ
き
世
界
子
ど
も
美
術

博
物
館
」
「
親
子
造
形
セ
ン
タ
ー
」
「
ふ
れ

あ
い
広
場
」
「
芸
術
の
森
」
な
ど
の
施
設
群

で
構
成
さ
れ
た
「
岡
崎
地
域
文
化
広
場
」
が

完
成
し
た
。

お
か
ざ
き
世
界
子
ど
も
美
術
博
物
館

当
館
は
主
に
「
Ｔ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｋ（
考
え
る
）」

「
Ｓ
Ｅ
Ｅ（
見
る
）」「
Ｄ
Ｏ（
作
る
）」
の
3

つ
の
ゾ
ー
ン
で
成
り
立
っ
て
い
る
。

◆
「
Ｔ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｋ（
考
え
る
）」

こ
の
ゾ
ー
ン
で
は
、
写
真
や
芸
術
品
の
複
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通
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を
知
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こ
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は
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を
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と
が
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。
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芸
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を
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は
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3
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、
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と
は
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に
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お
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、
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で
木
や
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を
使
っ
て
、
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際
の
モ
ノ
づ
く
り
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楽
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む
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と
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き
る
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Ｂ
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。

・
粘
土
教
室

　
日
常
使
う
カ
ッ
プ
や
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・
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。
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ボ
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華
鏡
は
小
さ
な
子
ど
も
で
も

作
る
こ
と
が
出
来
る
。

・
Ｅ
Ｂ
教
室

　
特
殊
な
石
膏
基
板
に
絵
を
描
き
、
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画
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よ
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に
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上

が
る
作
品
を
作
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こ
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こ
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ら
の
4
つ
の
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は
、
約
1
時
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余

り
で
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で
き
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。
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は
材
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の
負
担
で
、
楽
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み
な
が
ら
創
造
力
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
岡
崎
市
の
小
学
校
4
年
生
を
対
象
に
し
た

「
造
形
教
室
」
が
行
わ
れ
、
道
具
の
使
い
方
、

接
着
の
仕
方
、
基
本
的
な
表
現
方
法
を
学
ん

で
い
る
。

　子
ど
も
の
心
を
ゆ
さ
ぶ
る

　3
つ
の
エ
リ
ア

　
「
お
か
ざ
き
世
界
子
ど
も
美
術
博
物
館
」

や
「
親
子
造
形
セ
ン
タ
ー
」
で
創
造
の
世
界

に
た
っ
ぷ
り
浸
っ
た
後
は
、
野
外
の
3
つ
の

エ
リ
ア
で
、
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
星
空
が
描
か
れ
た
「
野
外
ス
テ
ー
ジ
」
を

含
む
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
に
は
ア
ー
ト
な
遊

具
が
点
在
し
、「
妖
精
の
棲
む
浮
ぶ
島
」（
表

紙
右
下
に
掲
載
）
は
遠
く
か
ら
見
る
と
浮
い

て
い
る
よ
う
に
見
え
、
子
ど
も
た
ち
の
好
奇

心
を
く
す
ぐ
る
。

　「
は
な
の
き
広
場
」
に
は
ベ
ン
チ
が
あ
り
、

ち
ょっ
と
し
た
ピ
ク
ニッ
ク
気
分
が
味
わ
え
る
。

　「
芸
術
の
森
」
に
は
岡
崎
市
の
小
中
学
生

の
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　
当
文
化
広
場
で
は
令
和
元
年
度
ま
で
、
岡

崎
市
内
の
幼
稚
園
・
小
中
学
校
の
子
ど
も
た

ち
全
員
の
作
品
を
展
示
し
た
「
造
形
お
か
ざ

き
っ
子
展
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
（
来
場

者
の
駐
車
場
の
確
保
が
難
し
く
な
り
、
令
和

2
年
度
か
ら
岡
崎
中
央
総
合
公
園
に
移
る
）。

　
こ
の
造
形
お
か
ざ
き
っ
子
展
に
展
示
さ
れ

た
子
ど
も
た
ち
の
創
造
性
豊
か
な
作
品
に
触

れ
、
木
立
の
隙
間
か
ら
流
れ
る
風
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
る
エ
リ
ア
で
あ
る
。

　
年
間
約
17
万
人
の
来
場
者
が
あ
る
。

造形おかざきっ子展

平山郁夫　15歳《武者絵》1945年ロダン《考える人》1880年

オカリナ

シーサー 巾着袋


